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【一庫ダム】

１．事業の概要
　　特になし

２．治水
　　特になし

３．利水
　　特になし

４．堆砂
　　特になし

５．水質
　　特になし

６．生物

項目
6.3.4

本編
P6-122

７．水源地域動態
　　特になし

ダム湖周
辺におけ
る変化の
検証

意　　　見 整　理　状　況 今後の対応方針
・平成１８年に河川
水辺の国勢調査で作
成する植生図の凡例
の統一を図る目的で
群落リストが作成さ
れている。よって、
今後の調査時は、原
則としてその群落リ
ストに従って記録し
ていく。

・植生図の植生割合が定期報告書にある
が、平成８年と平成１３年の群落の標記
が異なっている。調査結果について確認
していただきたい。

【委員会の意見によ
り修正】
・既往調査の群落区
分を植物社会学に基
づき詳細に見直した
結果、群落名が変
わっている。また、
これら群落を詳細に
区分する件や群落名
称の付け方は、学識
経験者であるアドバ
イザーの助言を受け
つつ行っている。
（一例として、平成
８年までアカマツ群
落としていたもの
を、平成１３年には
同じアカマツ群落で
も、調査箇所の状況
により自然植生(シ
ノブ－アカマツ群
落)と代償植生(モチ
ツツジ－アカマツ群
落)に分類）。よっ
て、別添資料を追加
し、群落名の変化が
分かるようにする。



８．その他

項目
治水

水質

生物

・ＣＯＤ、Ｔ－Ｎが
近年上昇している。
Ｔ－Ｎのうち無機態
窒素の割合が多く、
そのことがアオコの
発生に至っていると
考えられる。問題視
しており曝気を増や
し、水質改善に取り
組んでいく。

意　　　見 整　理　状　況 今後の対応方針
－ ・現在の河道の状況

（銀橋等）では、放
流量を増やすと厳し
い状況である。

・毎年、ダム下流で
実施している河川植
生調査において植生
の変化を把握してい
く。

・洪水調節については、中小洪水に対す
る対応を重視し計画変更になっている
が、毎年、河川改修は進んでいることな
どから本来の計画に戻す検証を今後して
いただきたい。

・下流の土砂供給やフラッシュ放流にお
ける影響について、魚類、底性生物のみ
ではなく植物についても調査していただ
きたい。

－

・貯水池水質については水質障害が生じ
ているのであるから、変化がないといえ
ない。アオコが毎年発生している原因は
何か。

－



コドラートの比較（群落名）
（別添）


